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（百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第１四半期 183 － 12 － 12 － 13 －

2021年７月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第１四半期 2.49 2.19

2021年７月期第１四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第１四半期 1,566 1,219 77.8

2021年７月期 1,640 1,206 73.5

（参考）自己資本 2022年７月期第１四半期 1,219百万円 2021年７月期 1,206百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年７月期 －

2022年７月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,162 36.0 233 47.5 231 62.6 156 42.0 29.15

１．2022年７月期第１四半期の業績（2021年８月１日～2021年10月31日）

（注）2021年７月期第１四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、2021年７月期第１四半期の数値及び
対前年同四半期増減率を記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年７月期の業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年７月期１Ｑ 5,370,000株 2021年７月期 5,370,000株

②  期末自己株式数 2022年７月期１Ｑ －株 2021年７月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年７月期１Ｑ 5,370,000株 2021年７月期１Ｑ －株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年７月期第１四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2021年７月期第１四

半期の期中平均株式数を記載しておりません。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種率の上昇や各種感染拡

大防止策により新規感染者数が減少し、一部では景気持ち直しの動きもみられるものの、依然として予断を許さな

い状況が続いております。

このような環境の中、当社は、オンラインでの効率的な営業体制を継続するとともに、当社の営業上、重要なチ

ャネルの１つであったオフラインでの展示会への参加を再開する等、新たな案件の獲得に努めてまいりました。ま

た、前事業年度に引き続き、研究開発やソフトウエアの機能強化についても注力してまいりました。

この結果、当第１四半期累計期間における売上高は183,169千円、売上総利益は134,706千円、営業利益は12,199

千円、経常利益は12,702千円、四半期純利益は13,372千円となりました。積極的なサービス開発を行うとともに、

さらなる成長に向けた人員強化も進めており、事業全体では前事業年度に引き続き高い成長を続けております。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第１四半期会計期間末における総資産は1,566,938千円となり、前事業年度末に比べ73,271千円減少しまし

た。流動資産は1,403,948千円（前事業年度末比103,171千円減少）となりました。主な減少要因は、法人税等の支

払により現金及び預金が74,933千円減少したこと等によるものであります。固定資産は162,990千円（前事業年度

末比29,900千円増加）となりました。主な増加要因は、ソフトウエア（ソフトウエア仮勘定含む）が27,687千円増

加したこと等によるものであります。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末における負債は347,445千円となり、前事業年度末に比べ86,643千円減少しました。主

な減少要因は、未払法人税等の減少36,081千円、未払消費税等の減少15,793千円、未払金の減少12,470千円等によ

るものであります。

（純資産の部）

当事業年度における純資産は1,219,493千円となり、前事業年度末に比べ13,372千円増加しました。これは、四

半期純利益の計上による利益剰余金の増加13,372千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年７月期の業績予想については、2021年９月10日の「2021年7月期　決算短信」で公表いたしました通期の

予想数値に変更はございません。

今後、経営環境等の変化により業績予想の見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示してまいります。

- 2 -

ブレインズテクノロジー株式会社（4075）2022年７月期　第１四半期決算短信



（単位：千円）

前事業年度
(2021年７月31日)

当第１四半期会計期間
(2021年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,404,874 1,329,940

受取手形及び売掛金 94,175 64,400

その他 8,070 9,607

流動資産合計 1,507,120 1,403,948

固定資産

有形固定資産 3,771 3,901

無形固定資産

ソフトウエア 93,419 98,057

ソフトウエア仮勘定 14,090 37,141

無形固定資産合計 107,510 135,198

投資その他の資産 21,807 23,890

固定資産合計 133,089 162,990

資産合計 1,640,209 1,566,938

負債の部

流動負債

買掛金 22,240 15,122

１年内返済予定の長期借入金 43,886 42,012

未払法人税等 41,013 4,931

賞与引当金 － 3,998

前受収益 140,820 －

契約負債 － 137,590

その他 83,288 50,168

流動負債合計 331,249 253,824

固定負債

長期借入金 77,316 68,024

長期前受収益 25,523 －

長期契約負債 － 25,596

固定負債合計 102,839 93,620

負債合計 434,088 347,445

純資産の部

株主資本

資本金 580,156 580,156

資本剰余金 545,156 545,156

利益剰余金 80,808 94,181

株主資本合計 1,206,120 1,219,493

純資産合計 1,206,120 1,219,493

負債純資産合計 1,640,209 1,566,938

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 当第１四半期累計期間
(自2021年８月１日
　至2021年10月31日)

売上高 183,169

売上原価 48,462

売上総利益 134,706

販売費及び一般管理費 122,507

営業利益 12,199

営業外収益

受取利息 2

雑収入 1,088

営業外収益合計 1,090

営業外費用

支払利息 588

営業外費用合計 588

経常利益 12,702

税引前四半期純利益 12,702

法人税、住民税及び事業税 1,498

法人税等調整額 △2,168

法人税等合計 △669

四半期純利益 13,372

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

当社事業から生じる主な収益を以下の通り認識しております。

①フロー収益

・ソフトウエアライセンス販売

ソフトウエアライセンスの販売による収益は、顧客において使用可能となった時点で収益を認識してお

ります。

・導入支援作業

顧客の要請に基づくカスタマイズ等の導入支援作業については、顧客との契約における履行義務を充足

した時点で収益を認識しております。

②ストック収益

・ソフトウエア保守及び利用サービス

役務の提供である製品の保守サービス及びソフトウエア利用サービスの提供による収益は、顧客との契

約における履行義務の充足に伴い、一定期間にわたり収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。この結果、当第１四

半期累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた「前受収

益」は、当第１四半期会計期間より「流動負債」の「契約負債」に含めて表示し、「固定負債」に表示していた

「長期前受収益」は、当第１四半期会計期間より「固定負債」の「長期契約負債」に含めて表示することといたし

ました。なお、収益認識会計基準第89－２項に定める経過的な取り扱いに従って、前事業年度について新たな表示

方法による組み替えは行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期累計期間（自　2021年８月１日　至　2021年10月31日）

当社は、エンタープライズAIソフトウエア事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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